
Q1． 購読部数が減っている中で、どのような対策をしているのか.

A１．紙の新聞に代わる収入源となるデジタル版の充実に力を注いでいるほか、

学校教育に新聞を生かす「N I E（教育に新聞を）」活動などを通じて、若年層への普及にも取り組んでいます。

これからも地域に必要とされるメディアであるためには、なにより、信頼性と地域性をより高めることが大切だと考えております。

Q2． 政経懇話会に興味あるテーマの時は参加したいと常々思っていました。

そこから山陰のことを学んだり、何かの役に立つ・発展させていける気がするのですが、何とかなれば嬉しいです。

A2． 政経懇話会に関心をもっていただき、ありがとうございます。

会員制の会でございますので、ご入会を検討いただければ幸いです。
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